
国
語
教
育
に
お
け
る
人
間
教
育

-
　
人
間
形
成
を
め
ざ
す
国
語
表
現
教
育
の
た
め
の
模
索
　
-

は
じ
め
に

現
下
の
商
等
学
校
は
大
ぎ
な
転
機
に
立
っ
て
い
る
o
昭
和
5
4
年
1
月
'
国
大

協
に
よ
る
大
学
入
試
改
革
-
-
共
通
1
次
学
力
試
験
-
-
が
開
始
さ
れ
'
ま
た

昭
和
5
7
年
実
施
を
目
途
に
高
等
学
校
の
学
習
指
導
要
額
が
全
面
的
に
改
訂
さ
れ

た
。
高
校
現
場
に
あ
る
我
々
国
語
教
師
も
'
当
然
こ
の
現
実
か
ら
日
を
そ
む
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
広
島
県
に
お
い
て
は
急
激
な
沿
岸
部
へ
の
人
口
増

と
高
校
進
学
率
9
7
%
と
い
う
、
全
国
一
の
現
状
に
と
も
な
い
昭
和
4
9
年
4
月
'

新
設
の
2
高
校
に
始
ま
り
す
で
に
1
0
校
が
新
設
さ
れ
た
。
私
は
昭
和
4
9
年
4

月
'
広
島
県
最
初
の
新
設
校
の
開
校
と
共
に
転
任
L
t
新
し
い
学
校
づ
く
り
に

働
い
て
き
た
関
係
上
'
勤
務
校
の
実
態
に
即
応
し
っ
つ
取
り
組
ん
で
き
た
教
育

実
践
を
'
担
当
教
科
目
の
現
代
国
語
(
一
)
に
焦
点
を
絞
っ
て
レ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
に
し
た
。

-
　
勤
務
校
な
ら
び
に
授
業
者
の
実
態

五
日
市
再
校
は
広
島
市
の
ペ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
全
国
一
の
人
口
8
万
余
を

擁
す
る
五
日
市
町
の
西
北
端
'
極
楽
寺
山
の
中
腹
、
海
抜
ァ
5
の
高
台
を
造
成

し
た
校
地
で
観
音
台
団
地
に
隣
接
し
'
宮
島
を
は
じ
め
瀬
戸
内
海
の
眺
望
は
ま

片
　
　
山
　
　
敏
　
　
之

さ
に
佳
崇
'
静
か
な
教
育
環
境
に
位
置
し
て
い
る
。
開
校
当
初
の
2
年
間
は
単

独
選
抜
の
た
め
'
広
島
市
内
よ
り
約
3
:
の
生
徒
が
通
学
し
'
生
活
相
野
に
種
々

の
苦
労
が
あ
っ
た
が
'
昭
和
5
1
年
度
か
ら
広
島
全
県
に
わ
た
る
学
区
制
の
変
更

に
と
も
な
い
、
佐
伯
郡
、
大
竹
市
を
含
む
第
2
学
区
と
し
て
'
廿
日
市
高
校
と

2
校
の
綜
合
選
抜
制
が
施
行
さ
れ
'
選
抜
母
胎
は
変
動
L
t
広
島
市
内
か
ら
の

通
学
者
が
激
減
し
た
.
保
護
者
の
過
半
数
は
広
島
市
に
通
勤
す
る
人
々
で
'
そ

の
他
は
学
区
内
の
兼
共
戯
家
や
南
光
活
動
等
に
従
か
し
て
い
る
.
学
校
の
内
容

規
校
は
全
日
制
普
通
科
'
1
学
年
8
学
級
の
2
4
学
級
、
1
〇
八
〇
名
定
員
の
大

規
模
校
と
い
え
る
。
男
女
比
は
ほ
ば
同
数
'
昭
和
5
4
年
度
の
進
路
状
況
は
就
職

者
5
%
、
残
り
は
す
べ
て
大
学
等
の
進
学
志
望
者
で
、
い
わ
ゆ
る
進
学
校
で
あ

る
。
志
望
の
内
容
は
凹
公
立
大
学
が
認
%
'
短
大
(
殆
ん
ど
女
子
)
8
^
'
坤

t

・

・

・

・
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∵
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、
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∴
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一

㍉

ぞ
く
)
と
な
っ
て
お
り
'
多
様
な
志
望
内
容
を
示
し
て
い
る
O

学
校
運
営
は
学
級
担
任
(
正
・
副
)
に
あ
わ
せ
て
8
郊
(
総
務
'
教
務
'
生

‥
上
-
;
.
-
'
:
'
;
:
:
;
-
=
*
v
t
日
日
　
　
　
　
　
　
　
'
-
+
-
・
f
v
-
二
　
　
　
　
所

属
L
t
各
分
掌
資
任
薪
に
よ
る
運
営
委
出
会
を
構
成
し
て
'
日
常
の
校
務
運
営

の
原
案
を
作
成
し
'
円
滑
な
道
営
を
は
か
っ
て
い
る
.
特
活
へ
は
道
動
部
'
陸

上
部
の
参
与
の
何
れ
か
を
兼
任
し
ク
ラ
ブ
の
擬
興
に
尽
し
て
い
る
。
開
校
以

532



来
'
「
気
品
」
「
気
力
」
「
体
力
」
を
校
是
と
し
て
開
拓
者
の
精
神
と
創
造
へ

の
灯
を
か
か
げ
て
教
育
活
動
を
つ
づ
け
て
き
た
が
'
先
年
来
の
日
教
組
の
主
任

制
反
対
闘
争
に
と
も
な
い
'
蝉
層
構
造
に
よ
る
分
掌
の
係
制
が
多
く
の
高
校
現

場
に
浸
透
し
て
お
り
'
本
校
も
い
ま
管
理
職
と
分
会
と
で
'
接
点
を
求
め
て
の

模
索
が
継
続
中
で
あ
る
。
高
校
教
員
の
職
務
内
容
は
教
科
指
導
'
校
務
分
掌
'

特
活
指
導
を
あ
れ
せ
担
当
し
て
日
々
教
育
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
私
の
場
合
'
開
校
時
'
生
徒
指
導
'
2
年
目
図
譜
輿
3
年
目
以
降
4
年

間
進
路
指
導
と
'
そ
れ
ぞ
れ
の
ヱ
任
者
と
し
て
新
設
校
の
軌
道
敷
設
を
し
て
き

た
。
過
去
1
年
間
進
路
指
導
室
に
常
駈
し
て
、
就
職
・
進
学
全
般
に
わ
た
る
総

務
的
な
役
割
と
い
わ
ゆ
る
進
路
指
導
活
動
を
行
な
い
'
本
年
度
の
国
語
科
で
は

現
代
国
語
C
-
)
2
時
間
'
古
典
-
(
3
年
)
6
時
間
の
授
業
を
行
っ
た
。
本

校
は
第
2
年
目
よ
り
各
教
科
別
に
準
怖
室
を
持
ち
'
各
教
科
把
当
者
が
常
駐
'

~
-
"
j
^
'
一
、
‥
/
・
-
-
.
!
蝣
:
・
蝣
'
一
、
∴
ハ
;
'
‥
;
.

し
て
い
る
の
が
現
状
で
'
私
の
場
合
'
大
学
、
企
業
'
予
備
校
'
受
験
搾
業
関

係
者
と
の
応
符
が
数
多
く
大
学
入
試
説
明
会
'
企
業
視
察
へ
の
張
に
追

わ
れ
'
過
1
回
の
国
語
科
会
に
出
席
す
る
以
外
'
他
の
国
語
科
教
師
と
の
対
話

交
流
を
は
か
る
機
会
が
少
な
く
'
授
業
に
関
す
る
相
互
の
意
見
交
換
'
共
同
研

究
の
時
間
が
持
ち
に
く
い
実
情
に
あ
り
、
こ
れ
が
打
開
に
苦
慮
し
て
い
る
。
な

は
.
=
-
>
I
H
/
,
'
.
'
-
'
Z
"
J
^
Z
¥
'
,
'
∵
‥
J
r
%
蝣

出
席
し
、
中
食
時
'
放
課
後
に
は
生
徒
の
進
路
相
談
に
あ
た
っ
て
い
る
。
以
上

の
実
燈
か
ら
、
校
内
で
は
ゆ
っ
-
り
教
材
研
究
等
に
取
り
組
む
時
間
が
取
り
に

く
く
'
帰
宅
後
の
時
間
を
教
材
研
究
'
教
科
教
育
研
究
に
あ
て
ざ
る
を
え
な
い

も
の
の
'
校
務
の
残
務
を
持
ち
帰
る
こ
と
も
多
い
実
状
で
あ
っ
た
O
前
述
の
実

態
に
も
と
づ
き
、
き
わ
め
て
簡
便
に
し
て
実
施
可
能
の
項
目
に
絞
っ
た
粗
雑
な

実
践
報
告
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

2
　
実
践
報
告
に
い
た
る
経
緯

校
内
に
お
い
て
授
業
時
間
外
の
教
科
研
究
活
動
の
時
間
が
持
ち
に
く
い
関
係

上
'
事
前
に
撤
密
な
学
習
指
導
計
画
や
実
践
経
過
の
記
録
'
授
共
後
に
お
け
る

反
省
'
整
理
は
で
き
に
く
か
っ
た
。
そ
こ
で
現
代
国
語
I
の
教
科
苗
を
中
心

に
'
各
単
u
r
,
の
教
材
を
放
少
限
実
施
す
る
こ
と
を
目
標
に
お
い
た
O
従
前
の
経

験
を
去
軸
に
t
 
l
年
間
実
施
し
た
授
業
結
果
に
対
し
て
'
総
括
は
ア
ン
ケ
1
-

方
式
で
生
徒
の
反
応
か
ら
で
る
問
題
の
発
掘
を
め
ざ
し
た
。
た
め
に
こ
の
レ
ポ

ー
ト
は
総
花
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
し
'
普
段
着
の
平
凡
な
も
の
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
O
こ
れ
は
授
業
者
の
教
科
指
導
の
鏡
と
も
な
る
の
で
'
今
後
の

教
科
教
育
活
動
の
反
省
に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
な
お
授
業
中
生
徒
に

作
業
さ
せ
た
生
徒
作
品
は
'
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
随
時
使
用
さ
せ
て
茂
っ
て
い

5
*

533

-
　
現
代
国
臣
I
の
実
践
の
稔
括

m
調
査
資
料
に
つ
い
て

3
学
期
末
考
査
の
直
前
(
3
月
上
旬
)
ア
ン
ケ
1
-
を
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
の
は
1
年
生
の
奇
数
ク
ラ
ス
(
i
-
H
・
C
O
・
L
O
・
t
-
-
)
を
担
当

し
た
の
で
1
年
生
の
半
数
に
あ
た
る
4
ク
ラ
ス
。
資
料
と
し
た
の
は
使
用
教
科

事
(
学
校
図
番
「
新
編
現
代
国
語
I
L
)
で
教
室
で
実
際
に
授
共
を
行
な
っ
た

教
材
で
あ
る
。
.
(
左
記
の
日
次
で
◎
印
の
し
て
あ
る
も
の
。
△
印
は
1
部
の
ク

ラ
ス
の
み
実
施
)



目
　
次

一
'
こ
と
ば

◎
こ
と
ば
の
習
得

二
'
詩

◎
さ
よ
う
な
ら
1
万
年

◎
永
訣
の
朝

三
、
小
u
 
z

◎
率
福

△
赤
ま
ま
の
花

四
、
作
文

㊥
文
輩
に
つ
い
て

◎
レ
ポ
ー
ト
の
古
き
方

E
t
a
顧
問

◎
板
極
道

◎
ス
ポ
ー
ツ
と
人
生

六
'
小
説
　
臼
・

◎
羅
生
門

万
華
鏡

七
'
評
論
　
H

・
◎
ま
ぼ
ろ
し
の
「
村
」

◎
捨
て
な
い
技
術

八
'
戯
曲

◎
奇
跡
の
人

◎
劇
・
人
・
こ
と
ば

野
地
潤
家

箪
野
心
平

・
j
a
沢
賢
治

安
岡
輩
太
郎

堀
　
辰
雄
・

阿
川
弘
之

九
'
記
録

未
来
へ
の
遺
産

民
話
と
の
出
合
い

十
'
小
説
　
日

△
高
瀬
舟

十
r
 
s
駅

◎
死
に
た
ま
ふ
母

㊥
短
歌
の
鑑
貿

㊥
近
代
の
短
歌

十
二
'
評
論
　
口

「
が
」
の
論
理
の
貿
撒

美
し
い
こ
と
ば
と
は

堀
田
謹
告

松
谷
み
よ
子

森
　
鴎
外

斉
藤
茂
吉

子
規
'
左
千
夫
'
赤
彦
、
空
穂
'
晶
子
'

節
'
白
秋
'
牧
水
'
啄
木
へ
辺
空

加
藤
秀
俊

茨
木
の
り
子

531

本
校
国
語
科
の
教
育
課
群
は
次
の
妾
に
み
る
如
く
で
あ
る
.

棟
方
志
功

内
村
祐
之

芥
川
龍
之
介

ブ
ラ
ッ
ド
ベ
-
　
小
笠
原
豊
樹
訳

佐
藤
藤
三
郎

押
田
勇
雄

ギ
ブ
ソ
ン
(
渡
辺
汚
子
訳
)

廻
Y
A
Z
i
S

午

〔江〕

国
語
科
の
内
部
郎
情
で
'
撰
文
的
に
現
代
国
語
I
で
2
学
期
よ
り
'
1
時
間

を
古
典
I
乙
の
「
撰
文
」
の
授
業
に
あ
て
て
い
る
。
古
典
-
乙
で
は
古
文
な
ら

び
に
文
語
文
法
へ
従
っ
て
現
代
国
語
I
の
授
其
数
は
年
間
約
2
0
時
間
減
少
し
て



い
る
の
が
実
情
、
来
年
度
は
本
来
の
古
典
1
乙
に
「
漢
文
」
を
か
え
す
予
定
で

検
討
し
て
い
る
。

脚
調
査
項
目
と
そ
の
反
応

-
　
「
国
語
」
は
好
き
な
教
科
で
す
か
?

女

資
料
(
前
記
㊥
印
を
付
し
た
も
の
)
よ
り
'
印
象
の
強
-
残
っ
て
い
る

作
品
を
2
つ
と
'
ま
っ
た
く
つ
ま
ら
な
か
っ
た
作
品
を
2
つ
選
ん
で
下
さ

い
。
そ
の
理
由
や
授
業
形
態
も
次
に
あ
げ
る
項
目
の
中
か
ら
'
そ
れ
ぞ
れ

1
つ
ず
つ
退
ん
で
下
さ
い
。

<
理
由
と
授
業
形
態
は
番
号
や
符
号
で
記
入
す
る
こ
と
>

計女計

(りどちらでもない

女計

〔
ヂ
C
K
-
-
し

①
文
革
表
現
が
巧
み
で
お
も
し
ろ
か
っ
た

②
文
節
が
美
し
か
っ
た

⑦
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
内
容
で
あ
っ
た

i
w
=
=
:
竹
な
世
堺
を
昧
わ
蝣
X
l
た

⑤
内
容
に
興
味
'
関
心
が
あ
っ
た

⑥
筋
が
お
も
し
ろ
か
っ
た

①
主
題
に
感
動
し
た

◎
人
生
に
対
す
る
考
え
方
に
深
い
影
野
を
受
け
た

⑨
内
容
が
む
つ
か
し
す
ぎ
た



⑲
内
容
が
ば
か
ら
し
か
っ
た

⑱
文
章
が
あ
ま
り
に
も
個
性
的
す
ぎ
た

⑳
文
章
が
あ
ま
り
に
も
平
凡
す
ぎ
て
何
も
残
ら
な
か
っ

㊥
主
監
に
反
損
を
感
じ
た

㊥
そ
の
他

〔
授
業
形
態
〕

㊦
　
先
生
の
講
義
中
心

⑦
　
グ
ル
ー
プ
学
習

㊥
.
・
;
¥
i
-
J
の
o
f
-
ォ
充
衷

㊤
　
そ
の
他
・
個
別
学
習
な
ど

主だ　っ　た反応作品

印象に強く残った作品

計
N
O
I
O
)
H
C
。
N

s
t
o
c
o
o
(
N
N

作　品　名　　l男l女

自HS.F!

wl.mm

⑤さようなら一万年

(む永訣の朝
近代の短歌
死にたまふ母

まったくつまらなかった作品

作　品　名　　!男l女

"
3
*
C
D
I
O
T
T
O
>

T
C
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C
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C
O
C
M
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H
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(D文章について

⑦まぼろしの村
&　レポートの'XZJj

④捨てない技術
⑤　ことばの習得

⑥スポーツと人生



印象に強　く　残　っ　ている作品(主なもの)

モ蝣il f:i　　作.v¥ [:i nrでニft:

0足'アn

②幸　　福
⑧板極道

(り奇跡の人

⑤高瀬舟

①1④4⑧6⑨1

(Bl (参1 ③5(り1

③1(り1◎2㊥1
ゥ1ョ2

ョ1ョ1

3

t

一

　

　

C

D

 

K

>

　

　

ォ

　

　

M

㊦
㊦
㊦
㊦
㊦

女

① 羅 生 門 .10 ①1④8 ⑤ 1①1 ⑨4 ㊥ lo

③ 宰 相 8 ③4⑤2 ⑥2 ㊦8

◎ 永訣の朝 8 ③ `③2 ①2 ㊦8

① さよう.な ら1 万年 7 ①2 ③ 1①3ゥ 1 ㊦T

(り 奇跡 の人 5 ⑤2 ⑥R ㊦5 ]

男

① 躍 生 t"J ll ◎2 ①2 ⑤3 ⑥1① l⑧l ⑯1 ㊨ ll

w > q ③3 ⑤1 ⑥4① 1 ㊦8 ⑳ 1

㊦8

㊦3

③ 板 極 道 8 ③1 ⑤4 ⑥ ㊥1⑳ 1

④ 奇跡 の人 4 ⑤1 ⑨2

(り 永訣 の朝 3 ゥ1 0 1ゥ 1 ㊦3 ;

① 羅 生 門 13 ①5④ 8⑥2 ⑧2 ㊦ 12

② 幸 福 .ll ③6④ 1⑥3 ① l ㊦9㊤ 2

⑧ 永訣 の朝 6 ①2 ⑤1①2 ⑳ 1 ㊦2㊤ 1塚)1

@ 奇跡の人 4 ◎I③ 1⑧2 ㊦2㊤ 1⑦ l i

女 ⑤さようなら一万年

(注) O丸で囲んだ数字は理由番?>蝣　　　　丸で囲んだ符号

下の数字は反応数　　　　　　　は授業形態,下

の数字は反応致
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印象に醜く残Tiでいる作品(主なもの)

i^mij　控
-トミ; 17-

..由　　l　授業形態

①幸　　福`

②羅生門

⑤死にたまふ位`

④板極道

⑤さようなら1万年

〝　永訣の朝

〝拓瀬舟

〝　ことばの円得

/j捨てない技術

③5 (り4

①3⑤1ョ1⑨2

①1③2⑤2①1
⑤▲

ョ1ョ1

③1⑨1

ョ1@1
01⑤1

(む2

(D羅生門・

〝韓　　袖

〝　さような0>-7jォ|--

①奇跡の人

⑤死にたまふ母

〝　近代の短歌

01◎1①4⑤1⑥-1⑦l⑧2

01③4⑤1⑥3
04ゥ1③4

ゥ1ゥ3ゥ1ゥ1ゥ1ョ1

ゥ1ョ1

①1⑤1

(D車　`福　-

②羅生門

(り板極道・

〝　奇跡の人

〝　さようなら一万年

③5③1⑤1(り1⑧l

④3⑤1⑥2◎2
③1⑤1①1◎1

⑤3@1

①　◎　④

^

^

蝣

^

1

　

日

日

　

　

日

判

　

　

日

日

㊦
㊦
㊦
㊦
㊦

k

①近代の短歌!
(?)寸　　%¥

(rv板極iB
〝　さようなら一万年

⑤永訣の朝

〝　擢生門

①3◎1⑤1⑯1

③4⑤1⑥1
⑤1(91⑦2

01③3
Ql(Dlゥlゥl

ゥ1@3

ウ
ー

㊨n

　

　

^

　

　

r

t

　

　

ォ

*

　

　

ォ

　

　

o

㊦
㊦
㊦
㊦
㊦
㊦

(注) O丸で囲んだ数字は理由番号　　　O丸で囲んだ符号

・下の数字は反応数　　　　　　　は授葉形懸,下

の数字は反応数
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ま　っ　た.く　つま　ら　なか　っ　た作品(主なもの)

組可　作　品　名　つ反応数1 酌　　　　　M^^mmm嗣

①文革について

(む　レポートの古き方

①ことばの習得

④まぼろしの村

(りさようなら一万年

(92⑱1⑫3⑯2

(91 ⑳2㊥3

◎1⑳2⑳3
⑲2⑳1⑳1

◎1⑪1⑳1⑯1

女

(D　レポ-トの書き方

(り文章について

③まぼろしの村

(り　ことばの習fq-

(り永訣の朝

⑪2⑫2㊥5
@2⑳1⑳3

㊥4

(91 ⑲2 ㊥2

(91 ㊥2 ㊤

a

.

　

t

-

　

　

▲

c

 

t

t

　

　

-

・

㊦
㊦
㊦
㊦
㊦

①捨てない技術

(9奇跡の人

②まぼろしの村

(2)近代のw駅

(むスポーツと人生

⑤　ことばの習得

女

(Dまぼろしの村

⑦スポーツと人生

(り文鞠こついて・

荏)捨てない技術

6)レポ-トの雷き方

⑤ことばの即王7r・

(カ3 ㊤l L1+1

◎1⑪1⑳1⑭l
⑳3⑳1

ョ3ョ1

⑱l㊥2

⑩1⑫1⑯l

⑨1⑫1⑬2⑭4
⑲1⑪3㊧3⑯l

⑲l⑳4㊥2

⑨1⑪2㊥2

⑳1⑭1

'
&

5

　

　

4

　

　

▲

h

 

n

　

　

ォ

　

　

e

o

㊦
㊦
㊦
㊦
㊦
㊦

H

n

n

㊦
㊦
㊦
㊦
㊦
㊦

(注) 〇九で囲んだ数字は理由番号　　　o丸で囲んだ符号

下の数字は反応数　　　　　　　　は授業形風　下

の数字は反応数
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ま,た　く　つま　らなか,た作品(主なもの)

作　品　名　　収応数E　　理　　　・由　　L　授業形態

(D文章について

②捨てない技術

③近代の短歌

③まぼろしの村

⑤短歌の鑑貿

女

(D文事について

②捨てない技術

③レポートの讃き方

(り短歌の鑑賞

⑤ことばの習得

⑤まほろしの村

⑨4⑫3⑭1

ョ1ョJゥI@1ゥ2ョ1

⑨1⑭3

⑨1⑪1⑳1⑬1

◎1⑪1⑯1

⑨6⑩l⑳2⑭2

⑨3⑳2⑬1⑭2

⑨1⑪1⑳3

⑨1⑬1⑭3
⑱1⑭3

⑨1⑳1⑳l⑯1

3　　　　　　1⑳
　
　
⑦

I

-

　

　

M

　

　

・

詛

　

　

W

㊦
㊦
㊦
㊦

0

*
*
　
　
o
o
 
w
　
　
*
a
 
c
o
 
J
I

㊦
㊦
㊦
㊦
㊦
㊦

(D文事について

①ことばの習得

(む奇跡の人

④スポーツと人生

④捨てない技術

①レポートの古き方

女

①文事について

①レポ-トの描き方

③まぼろしの村

③捨てない技術

④スポーツと人生

⑨奇跡の人

(り羅生門

flj

⑨2⑳l⑱1

⑨1⑱1⑭2

⑱1⑯1⑭2

⑱3

⑩2⑱1
求1 101

㊤a

 

w

 

e

o

㊦
㊦
㊦
㊦
㊦
㊦

⑨4⑫1

⑭3⑩2 ⑭1

⑨1⑪1⑳2
⑨1⑱1⑱1

⑭2

⑩1⑭l
il>l Ml

⑳1⑱1

o

　

　

蝣

*

　

　

<

詛

　

　

*

-

　

_

　

　

-

　

　

-

　

　

C

(

㊦
㊦
㊦
㊦
㊦
㊦
㊦
㊦

(牲) 〇九で因んだ数字は理由番号　　　o丸で囲んだ符号

・下の数字は反応数　　　　　　　は授業形鼠下

の数字は反応数
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f
?
　
」
"
'
ト
　
　
に
　
　
　
小
∵
T
.
 
・
れ
る
問
:
v
i
.
1
V
.
,

反
応
結
果
の
数
字
は
'
授
業
者
の
取
り
組
み
の
姿
勢
'
授
業
技
術
や
方
法
等

の
影
響
'
生
徒
集
団
の
個
性
、
実
施
状
況
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
に
変
動
の
あ
る
こ

と
は
や
む
を
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
は
棚
上
げ
と
し
て
単
純
な
数
字
の
累

計
か
ら
2
'
3
の
問
題
事
項
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
と
ど
め
る
。

の
　
印
象
に
強
く
残
っ
て
い
る
作
品

小
説
教
材
が
も
っ
と
も
数
字
的
に
多
い
印
象
と
し
て
残
り
'
そ
の
理
由
は
「

羅
生
門
」
芥
川
瀧
之
介
で
の
災
質
な
世
界
を
味
わ
え
た
⑥
人
生
に
対
す
る
考
え

方
に
深
い
影
響
を
受
け
た
、
と
な
っ
て
お
り
'
「
幸
福
」
　
(
安
岡
章
太
郎
)
で

③
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
内
容
で
あ
っ
た
⑥
筋
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
、
が
印
象
に

残
っ
た
理
由
の
大
部
分
を
占
め
へ
小
説
の
持
つ
特
色
を
つ
い
て
い
る
。
こ
の
稿

で
は
印
象
の
第
1
で
あ
っ
た
「
羅
生
門
」
に
つ
い
て
後
で
授
業
概
略
を
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。

〔
注
〕
丸
が
っ
こ
の
数
字
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
理
由
欄
の
番
号
で
あ
り
'
符
号

・
は
授
業
形
態
を
示
す
。

納
　
ま
っ
た
く
つ
ま
ら
な
か
っ
た
作
品

作
文
に
、
関
す
か
嬰
光
で
「
文
章
に
つ
い
て
」
　
「
レ
ポ
ー
ト
の
古
き
方
」
が
坐

徒
に
と
っ
て
も
っ
と
も
人
気
が
な
い
。
授
業
者
の
取
り
姐
み
の
姿
勢
に
原
M
-
&

多
か
あ
ろ
う
が
'
つ
ま
ら
な
い
理
由
が
⑨
内
容
が
む
つ
か
し
す
ぎ
た
⑳
文
章
が

あ
ま
町
に
も
平
凡
す
ぎ
て
何
も
残
ら
な
か
っ
た
、
と
な
っ
て
お
り
'
⑨
と
⑫
は

相
矛
盾
す
る
項
目
と
考
え
ら
れ
る
が
t
 
t
こ
れ
は
生
徒
の
作
文
に
関
す
る
拒
否
反

応
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
'
事
実
へ
中
学
時
代
に
作
文
を
や
っ
た
回
数
の
少
な

い
者
が
多
く
、
高
校
受
験
に
読
解
中
心
の
扱
業
が
多
か
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ

K

v

　

へ

.

　

　

　

　

　

　

　

い

Z

K

-

 

'

C

-

'

V

.

に

　

ド

　

I

 

L

「
表
現
」
と
「
理
解
」
が
併
行
し
て
す
え
ら
れ
'
「
言
語
事
項
」
が
両
者
の
基

盤
と
な
っ
て
お
り
'
今
後
へ
教
科
雷
編
集
に
携
わ
る
も
の
'
国
語
教
育
に
当
た

る
も
の
は
腹
を
据
え
て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
し
か
し
'
こ
の
点
に

っ
い
て
は
こ
の
柄
で
は
取
り
上
げ
ず
'
次
回
で
考
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

軸
　
「
羅
生
門
」
の
学
習
活
動
の
概
要

川
　
v
i
-
K
の
目
標

す
で
に
授
共
で
l
学
期
に
小
説
単
元
「
幸
福
」
を
や
っ
た
の
で
、
,
U
の
教
材

は
4
時
間
乃
至
5
時
間
を
あ
て
て
'
人
生
間
題
'
特
に
人
間
の
生
き
方
に
か
か

わ
る
問
題
を
将
来
の
進
路
に
関
連
し
て
、
追
求
す
る
契
機
と
な
る
よ
う
目
標
に

お
い
た
.
授
業
者
が
進
路
指
導
係
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
本
校
で
は
進

路
指
導
の
枢
要
な
軸
と
し
て
'
進
路
に
関
す
る
学
習
を
次
表
の
如
-
t
 
l
・
2

・
3
年
を
系
統
的
'
有
機
的
に
ロ
ン
グ
・
れ
I
ム
・
ル
ー
ム
を
使
っ
て
展
間
し

て
い
る
。

511

進路学習のL-H-Rのテーマ

午

「
羅
生
門
」
学
習
の
時
期
は
2
学
期
で
あ
り
'
1
年
生
の
進
路
学
習
は
将
来
の



到
盟
珂
現
の
た
め
に
「
自
己
理
解
」
の
準
備
に
重
要
な
時
期
で
あ
り
'
事
項
で

あ
る
。
「
羅
生
門
」
を
人
間
形
成
の
た
め
の
学
習
指
導
に
か
か
わ
ら
せ
て
い
る

理
由
で
あ
る
。

帥
　
「
羅
生
門
」
の
授
業
経
過
の
あ
ら
ま
し

第
1
時
限
　
-
　
1
学
期
に
「
幸
福
」
　
(
安
岡
牽
太
郎
)
を
学
習
し
'
生
徒
の

身
近
な
問
題
が
扱
っ
て
あ
り
'
少
年
の
心
理
の
推
移
に
目
を
む
け
さ
せ
'
筋
立

°

　

°

の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
'
特
に
オ
チ
の
意
表
を
つ
い

た
点
に
小
説
の
構
成
に
関
心
を
持
た
せ
て
'
「
拝
生
門
」
の
導
入
と
し
た
。

<
参
考
>
　
生
徒
作
品
(
1
年
1
組
　
丁
子
)

「
幸
福
」
　
(
安
岡
車
太
郎
)
に
お
け
る
少
年
の
心
理
の
推
移
に
つ
い
て
の

図
式駅　窓　-　え　寝　お・而　気

貝　口　腔　た台　そ.が　が
が　に　で　。券　る　降　す
つ十五牛用十　を十お◆つ十す

_'　　　　_-　　　...l.

り　円　が
を　紙　か
ま　幣　た

て
き
た
の
で
ま
す
ま
す
ゆ
う
う
っ
に
な
る

そ
る
す
み
っ
こ
の
窓
口
へ
行
-
0

ま
な
い
ま
ま
出
か
け
る
。

五　ま
UK2
の　が

十使◆い
い　の

つ
り
を
お
い
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
楽
し
む
。

み
ち
に
つ
い
て
想
像
し
て
い
る
.

ふ
と
駅
員
の
家
の
様
子
を
空
想
し
'
気
の
毒
な
気
持
ち
に
な
る
。

十

五
円
を
返
し
て
と
て
も
い
い
こ
と
を
し
た
よ
う
な
満
足
感
に
包
ま
れ
'

家
へ
と
向
か
う
。

◆

駅
員
の
顔
が
1
人
の
青
年
の
顔
に
な
っ
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
意
外
で

も
あ
り
う
れ
し
か
っ
た
.

十

日
分
の
し
た
こ
と
を
得
恵
に
な
っ
て
母
に
話
す
。

十

母
が
何
頂
動
し
な
い
の
で
少
し
不
安
に
な
る
O

.
預
か
っ
て
行
っ
た
金
が
十
円
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
'
口
の
前
の

妾
び
が
消
え
'
幸
福
に
つ
き
は
な
さ
れ
た
気
分
に
な
る
.

542

1
枚
し
か
買
わ
な
い
こ
と
が
愚
か
で
貧
乏
く
さ
い
こ
と
に
思

が　づ
お　い
い　て

っ
と
す
る
。

て
あ
る
の
に
驚
く

ち
が
え
た
の
だ
か
ら
'
五
円
は
自
分
の
自
由
に
使
え

る
金
だ
と
思
う
。

十

駅
忍
城
つ
い
て
追
っ
か
け
て
く
る
。
と
を
恐
れ
る
。

〔
生
徒
の
感
想
〕

少
年
の
心
の
動
き
が
'
は
っ
き
り
描
か
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す
い
作
品

だ
O
人
間
の
心
の
中
に
あ
る
み
に
-
い
心
と
'
正
直
な
心
と
,
を
対
比
さ

せ
、
正
直
に
す
る
こ
と
の
す
が
す
が
し
さ
、
啓
び
を
表
現
し
て
あ
る
。
五

円
札
を
返
す
こ
と
は
結
果
的
に
は
を
引
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
'
五
円
札

を
自
分
の
も
の
と
し
て
使
う
よ
り
五
円
札
を
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
'
い
つ

も
は
む
っ
つ
り
し
て
い
る
駅
=
H
の
笑
顔
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
脊
び
の
ほ

う
が
'
何
に
も
か
え
が
た
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

教
材
に
つ
い
て
は
原
典
な
ど
特
別
の
説
明
は
加
え
ず
'
志
賀
直
哉
の
「
夢
殿



の
救
世
槻
音
を
見
て
い
る
と
そ
の
作
者
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
全
く
浮
ん
で
こ

な
い
。
こ
れ
は
作
者
と
い
う
も
の
か
ら
完
全
に
遊
離
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
'
こ
れ
は
ま
た
格
別
の
こ
と
で
あ
る
。
文
芸
の
上
で
若
し
私
に
そ
ん
な

仕
郡
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
'
私
は
勿
論
そ
れ
に
自
分
の
名
な
ど
を
冠

せ
よ
う
と
は
恩
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
の
た
び
も
作
品

の
表
現
に
即
し
て
'
作
品
中
心
の
読
解
作
共
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
導
入
の

あ
と
生
徒
作
業
と
し
て
、
「
羅
生
門
」
全
文
を
読
ん
で
、
下
人
の
心
理
の
推
移
を

老
婆
を
脇
役
と
し
て
西
洋
紙
半
枚
に
矢
印
で
図
式
化
す
る
こ
と
を
指
示
O
な
お

下
人
の
主
な
心
理
の
変
化
す
る
時
点
で
'
下
人
や
老
婆
の
具
体
的
な
行
動
も
併

記
さ
せ
た
。
表
現
(
描
写
)
構
成
に
関
す
る
ヒ
ン
-
と
し
て
下
人
の
ニ
キ
ビ
が

重
出
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
'
第
1
時
限
を
終
る
。

<
参
考
∨
　
生
徒
作
品
(
1
年
5
姐
　
M
子
)

「
羅
生
門
」
　
(
芥
川
花
之
介
)

下
人
の
心
理
の
推
移
を
閲
式
化
し
行
動
を
付
記

。
明
日
の
幕
ら
し
を
ど
う
し
よ
う
か
と
途
方
に
く
れ
「
盗
人
に
な
る
よ
り

は
か
に
し
か
た
が
な
い
」
と
は
思
う
が
そ
れ
を
肯
定
す
る
勇
気
が
な

い
。

羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
ま
つ

羅
生
門
の
楼
上
へ
上
が
る

。
六
分
の
恐
怖
と
四
分
の
好
奇
心
を
お
ぼ
え
た

恐
怖
心
が
少
し
ず
つ
消

÷

の
髪
を
抜
い
て
い
る
の
を
見
る

え
て
ゆ
き
老
婆
に
対
す
る
憎
恵
が
わ
-
0

。
悪
に
対
す
る
反
感
が
増
し
'
悪
を
憎
む
心
が
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
る
。

◆

ニ
キ
ビ
に
つ
い
て
の
生
徒
の
回
答

「
う
み
を
も
っ
た
大
き
な
に
き
び
」
と
い
う
の
は
ま
ず
'
う
み
が
悪
を

意
味
し
て
い
て
盗
人
に
な
る
弟
気
が
生
ま
れ
て
-
る
ま
で
は
、
と
て
も
に

き
び
を
気
に
し
て
い
て
'
つ
ま
り
悪
に
走
る
か
ど
う
か
を
気
に
し
て
い
た

こ
と
と
結
び
つ
い
て
、
功
気
が
生
ま
れ
た
あ
と
は
'
恋
い
串
を
し
ょ
う

が
'
全
然
気
に
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
0

543

第
2
時
限
　
-
　
予
め
下
人
の
心
理
の
推
移
を
図
式
化
し
た
生
徒
作
業
物
は
回

収
し
て
'
教
材
の
理
解
度
を
た
し
か
め
'
読
解
作
業
に
入
っ
た
。
標
準
的
な
生

徒
作
品
を
擬
汚
し
て
小
説
の
構
成
を
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
と
な
る
よ
う
意
図
的
に

配
慮
。
下
人
の
心
は
幾
つ
か
の
節
目
を
も
っ
て
推
移
し
て
い
る
の
で
'
段
落
を

お
さ
え
る
の
に
役
立
つ
。
作
品
の
時
代
背
只
'
語
句
(
例
え
ば
市
女
笠
'
鴫
尾

等
)
に
つ
い
て
は
筋
だ
て
を
こ
わ
さ
な
い
程
度
に
説
明
'
本
来
な
ら
予
習
の
生

徒
発
表
が
よ
い
と
思
う
が
、
入
学
当
初
よ
り
授
業
と
は
予
習
'
授
業
'
復
習
の

サ
イ
ク
ル
の
錬
り
か
え
し
だ
と
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
個
人
的
な
発
表

で
は
時
間
を
取
り
す
ぎ
る
の
で
場
合
に
よ
り
省
略
'
現
在
の
テ
レ
ビ
環
境
で
育

っ
た
生
徒
は
辞
杏
を
引
く
こ
と
に
か
な
り
抵
抗
を
も
つ
の
で
'
教
材
に
よ
っ
て



は
強
く
指
導
す
る
。
辞
宙
引
き
の
習
慣
化
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
(
討
取
も

こ
の
た
め
に
行
な
う
)
読
解
は
で
き
る
限
り
原
文
に
即
し
'
単
に
語
句
上
の
解

義
に
と
ど
ま
ら
ず
'
円
柱
に
と
ま
っ
た
1
匹
の
き
り
ぎ
り
す
'
鴎
尾
の
周
り
を

鳴
き
な
登
り
飛
び
ま
わ
る
カ
ラ
ス
の
描
写
に
よ
る
表
現
効
果
'
ニ
キ
ど
の
重
出

に
よ
る
下
人
の
心
理
の
象
徴
性
を
暗
示
的
に
指
摘
し
'
最
後
に
「
羅
生
門
」
の

表
題
に
つ
い
て
'
考
え
さ
せ
る
。
授
業
の
流
れ
と
し
て
は
、
指
名
読
み
で
作
品

の
筋
を
た
ど
っ
た
が
'
2
時
間
を
経
過
し
て
第
4
時
限
に
食
い
こ
ん
だ
。
「
下
人

の
心
に
は
あ
る
勇
気
が
生
ま
れ
て
き
た
」
の
「
あ
る
荊
気
」
の
質
問
に
は
大
体

理
解
を
示
し
た
の
で
最
後
の
作
業
と
し
て
'
最
終
文
「
下
人
の
行
方
は
だ
れ
も

知
ら
な
い
」
に
つ
い
て
「
下
人
は
-
-
-
」
t
と
変
え
て
下
人
の
そ
の
後
の
行

動
を
各
自
駄
う
ま
ま
に
引
く
よ
う
に
指
示
し
m
字
詰
の
用
紙
を
配
布
'
記
入
さ

せ
て
提
出
を
求
め
た
。

生
徒
作
品

1
・
強
盗
を
は
た
ら
-
こ
と
は
'
~
恋
い
こ
と
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
'
生

き
る
か
死
ぬ
か
の
ど
た
ん
ば
の
時
に
'
人
間
は
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
自
分

が
l
芥
か
わ
い
い
は
ず
'
他
人
の
こ
と
な
ど
気
に
す
る
ひ
意
は
な
い
Q

生
き
る
た
め
に
は
強
盗
で
も
何
で
も
や
る
。

2
　
下
人
は
t
 
L
ば
ら
-
無
紋
夢
中
で
走
っ
て
い
た
が
急
に
立
ち
止
ま
っ

た
。
何
故
か
あ
の
老
婆
が
か
わ
い
そ
う
に
な
っ
た
の
で
着
物
を
返
し
に

行
っ
た
。
今
度
は
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
羅
生
門
か
ら
は
な
れ
た
。
明
日
か

ら
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
く
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
の
に
-
-

3
　
下
人
は
そ
の
後
金
を
盗
ん
だ
。
そ
れ
は
と
る
に
足
ら
な
い
ほ
ど
で
あ

L
つ
た
が
l
皮
盗
み
の
味
を
し
め
た
彼
は
そ
れ
を
機
に
す
っ
か
り
盗
人
に

な
り
下
が
っ
た
。
あ
る
日
つ
い
に
彼
は
検
非
違
使
に
殺
さ
れ
た
。
羅
生

門
で
老
婆
に
会
っ
た
わ
ず
か
半
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

4
　
下
人
は
、
自
分
以
外
の
盗
人
に
、
服
を
は
が
れ
最
後
に
は
殺
さ
れ
'

そ
し
て
そ
の
死
体
は
'
羅
生
門
に
す
て
ら
れ
た
。

5
　
下
人
は
老
婆
か
ら
は
ぎ
と
っ
た
着
物
を
か
か
え
て
逃
げ
た
が
'
し
ば

ら
く
す
る
と
'
又
へ
迷
う
だ
ろ
う
。
な
に
せ
気
の
小
さ
い
人
間
な
の
だ

か
ら
。

6
　
下
人
は
そ
の
ま
ま
逃
げ
て
強
盗
を
就
け
た
と
思
う
。
で
も
私
は
決
し

て
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
い
く
ら
1
度
老
婆
の
宕
物
を
は

ぎ
と
る
こ
と
が
で
き
た
に
し
て
も
も
う
そ
ん
な
勇
気
は
で
て
こ
ず
、
後

悔
ば
か
り
で
き
っ
と
飢
え
死
に
を
し
て
し
ま
う
と
思
う
。

7
　
下
人
は
は
ぎ
と
っ
た
新
物
を
す
て
'
め
く
ら
め
っ
ぽ
う
に
走
り
つ
づ

け
た
。
そ
し
て
気
か
つ
い
た
と
き
下
人
は
寺
の
前
に
立
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
下
人
は
、
そ
う
だ
僧
に
な
ろ
う
'
そ
う
す
れ
ば
善
の
道
を
す
す
む

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
脚
に
な
っ
た
.

8
　
下
人
は
次
々
と
強
盗
を
し
た
が
人
の
H
を
ご
ま
か
し
1
度
も
つ
か
ま

り
は
し
な
か
っ
た
.
京
都
に
活
気
が
も
ど
り
'
下
人
は
、
l
=
i
邦
で
も
和

名
な
呉
服
屋
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
0
-
-
過
去
の
で
き
ご
と
は
忘

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

9
　
下
人
は
老
婆
か
ら
は
ぎ
と
っ
た
服
を
人
に
う
り
つ
け
た
。
そ
し
て
自

分
と
同
じ
よ
う
な
目
に
あ
っ
た
も
の
を
災
め
仲
間
に
し
て
'
勢
力
の
あ

る
盗
人
の
親
分
に
な
り
ま
し
た
。
t
か
し
'
彼
は
、
金
持
ち
か
ら
し
か

物
は
と
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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第
5
時
限
　
-
　
ま
と
め
ー
。
-
一

回
収
し
た
短
文
を
幾
つ
か
の
郊
型
に
分
け
て
株
準
的
の
も
の
を
教
室
で
音
読

し
た
。
自
己
中
心
型
(
た
て
ま
え
は
と
も
か
く
人
間
は
自
分
が
1
番
か
わ
い
い

の
だ
か
ら
盗
み
を
つ
づ
け
る
)
へ
良
心
型
(
1
度
は
盗
ん
で
外
に
で
た
が
再
び
帰

っ
て
老
婆
に
着
物
を
か
え
す
)
へ
勧
善
懲
慈
型
(
盗
み
を
つ
づ
け
て
い
た
が
へ
遂

に
検
非
違
使
に
捕
ま
り
殺
さ
れ
た
)
、
戦
国
立
志
撃
(
泥
棒
を
つ
づ
け
'
た
め
た

金
で
事
業
を
お
こ
し
富
豪
と
な
る
)
へ
優
柔
不
断
型
(
一
度
は
盗
人
と
な
っ
た

が
、
再
び
も
と
の
心
情
と
な
け
遂
に
飢
死
し
た
)
'
義
賊
型
(
盗
み
を
重
ね
る
う

ち
富
の
大
小
に
気
づ
き
ね
ず
み
小
僧
的
な
弟
賊
と
な
る
)
'
そ
の
他
'
寺
に
入
り

僧
と
な
り
た
と
し
た
者
も
あ
り
'
生
徒
の
想
像
は
我
々
の
思
い
の
外
の
惟
界
を

は
ば
た
く
も
の
で
あ
~
つ
、
た
o

:
'
人
間
が
土
壇
場
に
立
た
さ
れ
た
時
'
ど
う
行
為
す
る
か
。
高
校
時
代
は
人
生

の
中
で
自
我
に
目
覚
め
る
大
切
な
時
期
で
'
人
生
と
も
っ
と
も
真
剣
に
取
り
組

む
純
粋
な
時
代
で
あ
る
か
ら
'
自
我
の
芽
学
兄
を
大
切
に
取
り
扱
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
こ
と
に
人
格
形
成
の
芯
づ
-
り
に
歪
要
な
時
期
だ
と
思
う
.
「
羅
生

門
」
が
印
象
に
残
っ
た
理
由
の
㊤
異
質
な
世
界
を
味
わ
え
た
◎
人
生
に
対
す
る

考
え
方
に
深
い
影
坪
を
受
け
た
。
こ
の
こ
と
に
教
師
は
深
く
思
い
を
い
た
す
べ
.

き
だ
と
思
う
。
と
は
い
え
早
急
に
結
論
を
急
い
で
'
肯
定
'
否
定
の
両
論
で
結

論
を
だ
し
た
の
で
は
生
徒
に
心
か
ら
の
納
付
は
あ
る
ま
い
。
人
間
そ
れ
ぞ
れ
さ

ま
ざ
ま
の
個
性
と
生
き
方
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
'
人
間
心
理
の
内
奥
に
潜
在

す
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
分
析
し
摘
出
し
て
科
学
的
光
を
あ
て
て
'
人
間
の
み
が
も

っ
理
性
、
英
知
へ
の
志
向
を
方
向
づ
け
'
お
さ
え
と
す
る
よ
う
意
図
し
た
が
果

し
て
生
徒
へ
の
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
ま
れ
私
の
明
確
な
善
悪
論
は

保
田
し
て
'
生
徒
の
今
後
の
読
古
を
は
じ
め
と
す
る
人
間
㌘
質
と
文
化
的
教
養

の
向
上
を
要
望
し
て
ひ
と
ま
ず
こ
の
教
材
を
終
え
た
。

生
徒
作
品
　
　
「
羅
生
門
」
を
読
ん
で

1
　
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
'
人
間
の
本
心
と
い
う
も
の
を
'
追

求
し
て
い
る
と
思
っ
た
。
下
人
が
盗
み
を
す
る
勇
気
が
な
い
t
で
も
い

ざ
と
な
っ
た
ら
や
っ
て
し
ま
う
'
そ
れ
が
人
間
の
心
の
よ
う
な
気
が
す

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
.
(
ォ
子
)

2
　
下
人
は
老
婆
か
ら
着
物
を
は
い
で
逃
げ
た
。
し
か
し
'
も
し
下
人
が

飢
え
死
に
を
選
ん
だ
と
し
た
ら
'
は
た
し
て
私
は
心
か
ら
そ
の
行
為
を

東
征
だ
と
思
っ
た
だ
ろ
う
か
。
人
間
に
と
っ
て
l
番
犬
切
な
も
の
は
命

だ
。
生
き
た
い
と
思
う
こ
と
は
あ
た
り
ま
え
の
感
櫓
な
の
だ
。
下
人
は

迷
っ
た
あ
げ
く
生
き
る
権
利
を
選
ん
だ
の
だ
か
ら
'
誰
も
彼
を
安
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
(
ォ
子
)

n
 
t
j
の
作
品
の
主
人
公
で
あ
る
下
人
に
と
っ
て
生
き
る
と
い
う
こ
と

は
'
飢
え
死
に
す
る
よ
り
も
も
っ
と
的
気
の
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ

は
私
達
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
の
世
の
中
が

い
や
だ
O
ど
う
し
よ
う
も
な
い
閃
雛
に
ぶ
っ
つ
か
っ
た
。
そ
れ
で
自
殺

す
る
。
そ
ん
な
人
に
と
っ
て
こ
の
下
人
の
生
き
る
と
い
う
気
相
ち
は
'

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
　
　
　
　
-
o
子
)
_

4
　
僕
は
'
作
者
が
こ
の
作
品
を
'
ど
う
し
て
羅
生
門
と
し
た
か
か
わ
か

ら
な
い
。
想
像
す
れ
ば
色
々
あ
る
が
J
　
ひ
と
つ
へ
か
っ
て
な
仮
定
を
し

て
み
た
。
羅
生
門
と
は
'
門
の
ひ
と
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ロ
ダ
ン
の
地

獄
の
門
と
い
う
の
が
あ
る
が
'
心
の
中
の
門
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
片
方

に
で
れ
ば
'
そ
こ
は
悪
人
'
片
方
に
出
れ
ば
善
人
と
な
れ
る
心
の
門
。
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羅
生
門
が
荒
れ
て
い
る
よ
う
に
人
の
心
も
あ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で

一
人
の
善
人
の
心
の
門
も
羅
生
門
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
`

f
t
f
S
O

5
　
下
人
の
よ
う
に
'
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
せ
と
ぎ
わ
に
立
た
さ
れ
た

ら
'
な
ん
で
も
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
一
生
の
う
ち
で

こ
ん
な
経
験
を
す
る
者
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
考
え
さ
せ
ら

れ
る
の
だ
'
ぼ
く
な
ら
き
っ
と
ね
ず
み
小
僧
の
よ
う
に
'
り
っ
ば
な
ギ

ャ
ン
グ
に
な
っ
て
金
も
ち
か
ら
金
銀
を
ぬ
す
み
、
不
帝
な
人
に
わ
け
て

や
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
、
も
し
も
役
人
に
つ
か
ま
っ
て
も
け
っ
し
て
後

悔
し
な
い
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
T
男
)

i
a
　
調
査
の
事
後
処
理
に
つ
い
て
へ
・
こ
の
稲
で
は
主
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
か
ら
集
計
さ
れ
た
'
印
象
に
強
く
残
っ
た
作
品
に
つ
い
て
'
過
去
の
記
憶

を
た
ど
っ
て
の
実
践
報
告
を
し
た
わ
け
だ
が
'
問
題
は
生
徒
が
「
ま
っ
た
く
つ

ま
ら
な
か
っ
た
作
品
」
と
し
た
も
の
が
'
米
し
て
客
槻
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る

か
、
授
業
者
の
拙
い
指
導
の
た
め
に
そ
う
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
t
と
い
う
危

供
が
残
っ
て
い
る
の
で
'
今
後
の
検
討
串
.
項
に
ぜ
ひ
と
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
5
時
限
の
授
業
の
中
で
3
回
に
わ
た
る
柏
作
文
の
作
業
で
は
生
徒

は
熱
心
に
文
章
表
現
活
動
を
し
た
で
は
な
い
か
。
ま
た
「
近
代
の
短
歌
」
を
グ

ル
ー
プ
研
兜
と
し
て
発
表
さ
せ
た
時
'
あ
る
ク
ラ
ス
で
は
、
熱
心
な
研
究
と
発

糞
討
論
を
行
な
っ
て
、
小
説
教
材
を
上
ま
わ
る
数
字
の
強
い
印
璽
せ
も
っ
た

作
品
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ぜ
ひ
次
年
蛇
に
は
'
「
文
弟
に
つ
い
て
」

拒
否
反
応
を
ホ
し
た
問
題
点
に
つ
い
て
只
剣
に
取
り
租
み
'
問
題
山
の
究
明
を

は
か
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
J
S
a
H
J

高
校
教
師
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
傾
向
が
原
著
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
風
潮
の

中
で
、
勤
務
時
間
の
制
約
を
至
上
命
令
と
す
れ
ば
、
教
窺
外
の
時
間
は
ま
こ
と
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に
は
消
化
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

自
ら
に
か
え
り
み
て
苫
い
き
か
す
こ
と
で
あ
る
が
'
終
戦
後
の
昭
和
2
3
年
境

に
は
薄
っ
ぺ
ら
な
文
部
省
稲
の
教
科
審
以
外
へ
何
ひ
と
つ
指
導
古
の
類
は
な
か

っ
た
。
勿
論
・
参
考
杏
も
文
献
も
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
張
り
の
あ
る
授
業
を
し

た
思
い
出
は
あ
る
。
い
ま
あ
の
時
代
の
教
材
の
原
点
に
思
い
を
い
た
し
'
情
報

の
氾
濫
す
る
現
代
社
会
で
授
業
の
能
率
化
と
は
?
学
習
指
埠
の
深
化
と
は
?
そ

し
て
7
-
¥
の
国
語
教
育
は
奈
辺
に
あ
る
か
'
知
・
情
・
患
・
体
の
調
和
の
と
れ
た

全
人
的
人
間
形
成
を
め
ざ
し
て
'
国
語
の
力
の
つ
く
国
語
の
授
共
と
は
い
か
に

あ
る
べ
き
か
を
窮
剣
に
問
う
べ
き
で
あ
る
。
昭
和
5
7
年
に
実
施
さ
れ
る
改
訂
高

校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
国
語
1
、
E
=
に
お
い
て
「
表
現
」
と
「
理
解
」
'
そ
の

拡
鍵
に
「
告
訴
叫
項
」
を
あ
げ
、
従
米
、
明
文
化
さ
れ
な
か
っ
た
「
凹
語
表
現
」

が
選
択
と
は
い
え
明
確
に
位
臣
づ
け
ら
れ
た
O
こ
の
た
び
の
調
査
で
わ
か
っ
た

文
章
に
つ
い
て
の
拒
否
反
応
に
鑑
み
て
、
私
が
今
後
の
も
っ
と
も
大
部
な
国
語

教
育
に
お
け
る
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
と
念
脱
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
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